
後 期 後 半 が ス タ ー ト し ま す ！ 
夢 を ふ く ら ま せ て 

保護者の皆さま、新年あけましておめでとうござ

います。旧年中は本校の教育活動にご理解とご協力

を賜り、心より御礼申し上げます。本年もどうぞよ

ろしくお願いいたします。 

さて、冬休み明けの全校集会では、子どもたちに

次のような話をいたしました。 

「冬休み前には、“おもちのように夢をふくらませ

てほしい”と伝えましたが、皆さんはどのような“め

あて”や“夢”をふくらませたでしょうか。スキー

や雪遊びを楽しんだ人、お手伝いや勉強に挑戦した

人、それぞれが自分なりのチャレンジをしたことと

思います。その経験は、きっとこれからの力になり

ます。今日から始まる後期後半は、学年のまとめと

なる大切な時期です。冬休みに描いた夢や目標を、

これからの毎日の中で少しずつ形にしていきまし

ょう。うまくいかないことがあっても、あきらめず

に続けること、そして友だちや先生に相談すること

も大切です。まだ“めあて”が見つかっていない人

も、今から考えて行動すれば大丈夫です。皆さんが

元気に、楽しく、そして一歩ずつ成長していけるよ

う、先生方も応援しています。」 

子どもたちは冬休みを通してさまざまな経験を

積み、また一回り成長した姿で登校してきました。

これからの後期後半も、一人ひとりが自分の目標に

向かって前向きに取り組めるよう、教職員一同、力

を尽くしてまいります。今後とも変わらぬご支援を

賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

冬 休 み の 出 来 事 か ら 
子どもサミット 〜Semboku City ジュニア未来会議〜 

今年度 2 回目となる「子どもサミット」が、1 月

8 日に西木総合開発センターで開催されました。本

校からは、6 年のＯ.Ｔさんと 5 年のＲ.Ｈさんが参

加しました。 

「子どもサミット」は、仙北市内の小・中学校の

児童生徒が、地域を支える一員としての自覚をもち、

地域課題の解決に向けて主体的に取り組む意欲を

育むことを目的として

います。 

今回は、仙北市の魅

力を発信するアイデア

として話し合われた

「スタンプラリー（角

館地区編※西木・田沢湖地区編は来年度実施予定）」

の実現に向け、協力をお

願いする電話連絡など、

実際の準備作業にも取

り組みました。参加した

児童たちは、地域の方々

と関わりながら、計画を

形にする難しさややりがいを実感していました。 

このような活動は、参加した子どもたちにとって

貴重な学びの機会

となっただけでな

く、仙北市のすべて

の子どもたちが地

域の未来を自分ご

ととして考えるき

っかけにもなりま

す。これからの仙北市を担う子どもたちの成長が、

地域の明るい未来につながっていくことを願って

います。 

 

活 躍 

第６１回大曲仙北児童生徒新年書初め展 

本校では、１年生と 2年生は学校の授業で練習

して出品しています。３年生以上は、個別の出品

となります。 

【１年硬筆の部】 

＜金賞＞ 

Ｍ.Ａ さん    Ｓ.Ｓ さん 

Ｋ.Ｔ さん    Ｋ.Ｔ さん 

Ｍ.Ｔ さん    Ｋ.Ｃ さん 

Ｙ.Ｎ さん    Ｋ.Ｈ さん 

Ｈ.Ｍ さん     （次のページに続きます） 
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＜銀賞＞ 

Ｈ.Ｋ さん    Ｒ.Ｋ さん 

Ｉ.Ｋ さん    Ｙ.Ｓ さん 

Ｓ.Ｓ さん    Ｄ.Ｓ さん 

Ｋ.Ｓ さん    Ｙ.Ｔ さん 

Ｍ.Ｔ さん    Ｋ.Ｎ さん 

Ｙ.Ｈ さん    Ｒ.Ｆ さん 

 

【２年硬筆の部】 

＜金賞＞ 

Ｓ.Ｕ さん    ＭＯ さん  

Ｔ.Ｓ さん    ＳＨ さん 

Ｒ.Ｙ さん 

＜銀賞＞ 

Ｅ.Ｋ さん    Ｋ.Ｋ さん 

Ｈ.Ｋ さん    Ｙ.Ｋ さん 

Ｋ.Ｋ さん    Ｓ.Ｓ さん 

Ｎ.Ｓ さん    Ｈ.Ｓ さん 

Ｈ.Ｓ さん    Ｓ.Ｔ さん 

Ｍ.Ｔ さん    Ｍ.Ｎ さん 

Ｔ.Ｆ さん    Ｓ.Ｈ さん 

Ｙ.Ｈ さん    Ｈ.Ｍ さん  

Ｋ.Ｍ さん    Ｒ.Ｍ さん     

Ｆ.Ｙ さん  

 

【３年半紙の部】 

＜金賞＞ 

Ｔ.Ｓ さん    Ｊ.Ｍ さん 

＜銀賞＞ 

Ｔ.Ｃ さん    Ｎ.Ｃ さん 

Ｙ.Ｈ さん 

 

【４年半紙の部】 

＜銀賞＞  

Ｍ.Ｋ さん    Ｙ.Ｓ さん 

 

【５年半紙の部】 

＜銀賞＞ 

Ｈ.Ｍ さん 

 

【６年半紙の部】 

＜金賞＞ 

Ｋ.Ｋ さん    Ｔ.Ｓ さん 

Ｈ.Ｔ さん 

＜銀賞＞  

Ｍ.Ｓ さん 


